
Ⅲ 白山亜高山帯・高山帯の動物

谷田　一三1　水生生物

（1）水生昆虫

〈カワゲラ類〉

　早春の雪上から,ハラジロオナシカワゲラ科のParaleuctraの1種,クロカワゲラ属の1種，

セッケイカワゲラモドキ属の1種の，計3種が確認された。これらは，いずれも「ユキカワ

ゲラ（Winter

Stenefly）」と総称されるものであり，白山麓では2～3月にかけて数多くの

成虫がみられる（Tanida,

1981）。山頂部の成虫は，5月に採集されており，成虫の出現時期

は約2ヶ月遅れていると思われる。セッケイカワゲラやセッケイカラゲラモドキは，7～８

月に北アルプスの雪渓上で採集されている（Ueno,1929）が，白山では夏期に雪渓上で発見

することはできなかった。いずれの種類も，渓流に生息し，春に産卵が行なわれ，若令幼虫

は夏眠をし，秋から冬に急速に成長し羽化するという特異な生活環をもつ。セッケイカワゲ

ラモドキ属などは，本州東北部，中部山岳で数種に分化しているが，白山で記録されている

種は広分布性のセッケイカワゲラモドキA.

monticollaの1種だけである。山頂部で採集され

た個体は，いずれも雌であり，現在のところ種名の決定は困難である。セッケイカラゲラモ

ドキは，京都での分布記録があるが，白山は多産地の西南限であろう。

〈トビヶラ類〉

　　白山々頂部から，成虫あるいは幼虫の確認された種類は，表Ⅲ－1に示した7種である。

　　ウルマ―シマトビケラ・イノプスヤマトビケラは，平地から山地の河川に広く分布する種

　であり，シロズシマトビケラは山地渓流に分布する種で，いずれも白山の河川では普通種で

　ある。

　　オンダケトビケラは，分布がやや高山域に限定され，白山林道沿いの標高約1,000ｍ以上

　の小流で幼虫の生息が確認されている。本種は，北方系の種類であり，本州中部山岳に広く

　分布し，最近兵庫県・氷ノ山でも幼虫が確認された。白山には，比較的多くの生息地がみら

　れる。山頂部では，成虫が採集されただけで，幼虫の生息場所は確認されていない。

　アミメトビケラは，本州中部以北の山地から高山の池沼にふつうに分布する種類であり，京

都府・兵庫県まで分布が確認されている。石川県内では，鶴来町獅子吼高原の池でも成虫を確

認した。

　クロバネエグリトビケラ属は, 2種が北海道から本州中部以北に分布し，シベリア・サハリ

ンにも同一種が分布する北方系のトビケラである。白山では幼虫が採集されただけであり，種

名の決定は行なえなかった。白山では，甚ノ助ヒュッテ周辺の小池沼に幼虫が生息するが，尾

瀬では山地渓流の一時的溜りに生息していた。

〈双翅目〉

　ニッポンヤマユスリカなど3種が，早春の雪上から確認された。ニッポンヤマユスリカは，

白山では山地渓流に広く分布し，蛇谷川にも多く，やはり2～3月雪上に成虫がみられる。

〈水虫昆虫相の特徴〉

　今後の調査によって，さらに種類相が増加することは確実であるが，全体的にみれば，山頂

部の種類相は単調である。とくに，高山帯に特徴的な種は少なく，クロバエグリトビケラが今

のところ唯一であり，やや高山性のアミメトビケラとオンダケトビケラを加えても，3種にす

ぎない。いっぽう，本州中部の代表的な高山湿原である尾瀬では，トビケラ類だけで30種以上
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表Ⅲ－1　白山山頂の水生昆虫

が確認され，そのうち少なくとも6種は高山性の種類であった（Tanida, 1982)。

　北方系の種のうち尾瀬には分布するアミメトビケラ属の0.Spicataやカラフトゴマフトビケ

ラが，白山では分布が確認されなかったのは，恐らく白山の地理的位置が，両種の分布南限よ
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り南に位置することによるのであろう。しかし，全体として種類相が単調である原因は，別に

あるようである。

　すなわち尾瀬には，湿原に散在する多数の小池沼(池塘)，湿原中の小流，山池渓流など，多

様な水体が分布するのに対し，白山々頂部では，湿原の発達は悪く小池沼も少なく，山地渓流

も万才谷程度しかみられない。また，翠ケ池などの火山性湖沼では，底生動物は貧弱なようで

ある。両者にみられる水生昆虫相の差異は，まずこれらの水体の存在様式が異なっているのが，

第一の原因と推察される。

　しかし，白山は他の昆虫類でも別亜種が区別されるなど，その地理的位置から，生物地理学

上重要な地域となっている。今回分布が確認された種類のうち，アミメトビケラ・オンダケト

ビケラ・クロバネエグリトビケラ属は，いずれも北方系の種類であるとともに，地理的分布や

生息場所も比較的局限されている。今後の分類学的な研究の進展に伴ない，白山産の種が別亜

種として区別される可能性も少なくないと思われる。

(2)動物プランクトン

　白山高山帯の池沼の動物プランクトンについては，Hirai

and

Tanida

(1983）の報告がある。

それによれば，翠ケ池などの6つの火山性湖沼と，腐植栄養型湖沼の殿ケ池等から，ケンミジ

ンコ類（僥脚類）3種，ミジンコ類（枝角類）3種と，ワムシ類1種が記録されている。それ

らのうち,

ノコギリケンミジンコとマルミジンコは，低地湖沼にも分布する普通種であり，ヤ

マトヒゲナガケンミジンコは，北海道・本州・九州の高山性の湖沼に広く分布する種である。

いっぼう。シカクミジンコとミジンコ属の1種D.

ambiguaは，いずれも北方系の種類であり，

とくに後者は，現在では白山が分布西南限の記録である。また,

M.

br,ceiは，白山が日本での

分布の初記録であると思われる。

　火山性湖沼と腐植栄養型沼との種類組成を比較すると，全体として後者の密度が高く，D.

ambiguaは後者だけでみられ，マルミジンコも後者の密度が高くなっていた。
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2　昆　虫　類 富樫　一次

〈概要〉

　高山帯(室平より頂上まで)で採集された昆虫類は約200種に達している。その大部分は

植食性昆虫であるが，捕食性昆虫や寄生性昆虫のような昆虫食性昆虫，花粉媒介昆虫，衛生

昆虫という群に含められるものもある。

　食植性昆虫の中には，高山植物を食草とし高山帯で生活しているハイマツコヒメハマキ

Epinotia

pinicola

Kuznetzov,オナガナギナタハバチXyela

alpigena

Strobl,オクタニバ

バチPristiphora

okutanii

TOGASHlなどもあるが，ツマキナカジロナミシャクDysstroma

citrata

(Linnaeus)のような平地から高山帯にまで分布し，高山帯ではウラジロナナカマド，

ベニバナイチゴ，オオヒョウタンボクなどを食草としている種もある。

　捕食性昆虫としては，ハイマツに寄生するキタマツカサアブラムシPineus　cembrae

(Cholodkovsky)を捕食するコガシラハナカメムシTetraphleps

ezoensis

Hiuraや，ハクサン

クロナガオサムンCarabus

exilis

hakusanus

Nakane,

マイマイカブリDamaster

blaptoides

KOLLAR，ゴミムシAnisodactylus

signatus

(Panzer),ジョウカイボンAthemus

suturellus

MOTSCHULSKYなどがあげられるが,寄生性昆虫に関しては種名の確定されたものは不幸にし

て1種もない。

　花粉媒介昆虫としては，Lasioglossum

sp.，オオフルハナバチBombus

sapporensis

Cocker

ELL,キイロマルハナバチBombus

tersatus

Smith,

ウスイロマルハナバチBombus

ussurensis

Radoszkowskのようなハナバチ類，ケヒラタアブSyrphus

torvus

Osten-Sacken，フタスジ

ハナアブDasysyrphus

bilineatus

(Matsumura)，オビホソヒラタアブ

Meliscaeva

cinctella

(Zetterstedt)，Platycheirus

complicatus

Beckerのようなハナアブ類の他に，衛生害虫とさ

れているオオクロバエ

Calliphora

lata

COQUILLETTやクロユリの花を訪れるケブカクロバエ

Aldrichina

grahani

(Aldrich)などがあげられる。

　衛生昆虫の中には，上記したオオクロバエやケブカクロバエの他にクロミヤマヌカ力

Culicoides

comosioculatus

TOKUNAGA，ハクサンヤブカ

Aedes

hakusanensis

Yamaguti

et

TAMABOKOなどがある。

〈垂直的な分布域〉

　高山帯に生息している昆虫類の中には，平地から高山帯まで見られるような分布範囲の広

い広分布型を示すオオクロバエ，ハナアブEristalis

tenax

(Linnaeus),ゴミムシ，マイマイ

カブリ，ジョウカイボン，ミズギワカメムシSaldula

saltatoria

Linnaeusなどがあり,

低山

帯から高山帯まで分布するものに，スカシシリアゲムシモドキPanorpodes　paradoxa

Ma･

cLachlan，オンダケトビケラ

Pseudostenophylax　ondakensis

（Iwata)，カバノキハムシ

Syneta

adamsi

Baly，

クワヒョウタンゾウムシScepticus

insularis

Roelofs，タマゴソウム

シ

Dyscerus

roelofsi

(Harold)，ヤマクロヤマアリ

Formica

lemani

Bondroitなどがある。

亜高山帯より高山帯にかけて分布しているものはBoernerina

alni

Takahashi，オオハサミ

シリアゲムシPanorpa

bicomuta

MACLACHLAN，ハクサンシリアゲムシ

Panorpa

kakusanen-

sis

MIYAKE,バイケイソウハバチ

Aglaostigma

amoorensis

(Cameron)，クモマベニヒカゲ

Erebia

ligea

takanonis

Matsumura，ベニヒカゲ

Erebia

niphonica

Janson，ツヤモリヒラ

タゴミ

Colpodes

xestus

Bates,

サドマルクビゴミ

Nebria　sadona

Bates,

Ancistrocems

densepilocellus

Cameron，シロオビホオナガスズメバチ

Dolichovespula

pacifica

Birilaなど
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がある。

　高山帯で採集され，高山帯で生活をしているものは表Ⅲ－3に示したが，これらは垂直的

分布範囲からは高山帯狭分布型の種といってもよいであろう。しかし，この表の中には亜高

山帯上部から高山帯にかけて分布するものも一部含めてある。

〈水平的な分布域〉

　白山における高山帯狭分布型を示す昆虫類の水平的な分布範囲は図Ⅲ－1に示すような本

州中部高山帯に分布する群に含まれるもの(本州中部高山分布型),図Ⅲ－2に示すような北

海道の高山帯にも分布する群に含まれるもの(北海道・本州中部高山分布型),及び図Ⅲ－3

に示すようにシベリア・カムチャッカ半島から北海道・本州の高山帯にまで分布しているも

の(周北分布型)の3類型に分けられる。
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　本州中部高山分布型に含まれるものは，ホンシュウクモマヒナバッタ，タカネハイイロヨ

トウ，タカネハイイロハマキ，サザナミナミシャク，ハクサンクロナガオサムシ，キソヤマ

ソウ，ハクサンヤブカ，オクタニハバチなどであり，北海道・本州高山分布型に含まれるも

のはアルプスギンウワバ，ヌタッカゾウムシ，タカネヒラタハバチなどをあげることができ

る。周北分布型の種は極めて少なく，ナオガナギナタハバチ,ハクサンマツハバチ，Platychei-

rus

complicatus

Beckerなどである。

　しかも，これらの種のほとんどは白山以西には分布していない。白山以西に分布しない理

由の1つには，植食性昆虫の場合は食草となる植物が分布していない点であろう。例えば，
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オナガナギナタハバチやタカネヒラタハバチの食草はハイマツと推定されており，オクタニ

ハバチはオンタデを食草としている。またサザナミナミシャクはクロマメノキを食草してい

るというが，これらの植物は白山以西には分布していないことからもうなづかれよう。

　高山帯に生息する高山帯狭分布型の種は，周極地方や周北分布をする種か，またはそれら

の種より分化したように考えられるものが多いようである。そうすれば，現在の日本列島に

生息しているこれらの種は，大陸より渡来したものと考えねばならないであろう。その渡来

時期は，彼等の食草の渡来と関連があるはずで，このように考えれば，高山帯狭分型を示す

種は過去にあった氷河期を考えねばならないであろう。しかし，どの氷期に渡来したかは今

のところさだかではない。

〈白山と立山の高山帯昆虫相の比較〉

　昆虫類の中でかなり詳細に調べられている群は鱗翅目である。白山に生息する高山蝶とし

ては，ベニヒカゲ，クモマベニヒカゲの2種しかいないが，立山ではミヤマモンキチョウ，

クモマツマキチョウも生息しており，高山蛾について見ると，白山で確認されている8種に
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加えてタカネヨトウ，アルプスクロヨトウおよび周北分布をするホッキョクモンヤガも採集

されている。

　鱗翅目昆虫の分布から見た場合，立山には白山に比べてより多くの周北分布をする種が生

息しているといってよいであろう。この理由として，山の高度差ということ，および氷河期

の頃の山がどうゆう状態であったかの2点が考えられる。高度差が300ｍあるということは

山頂部の気象条件がさらに厳しくなることが想像されよう。これが周北分布をする昆虫類の

生存の好適環境を与えているように推察される。また氷河期の遺跡が見られるということは，

白山に生育している高山植物よりもさらに多くの寒地系の植物の移住を可能にしたと考えら

れ，そういう植物を食草として利用する昆虫類の生存を可能にしたものであろう。

　しかし，このような地史的な背景より考えてもうなづかれない分布をする種も若干ある。

それはヌタッカソウムシ，Platycheirus

complicatus

Becker，Ptatycheirus

peltatus

Meigen，

Campiglossa

amurensis

Hendel，オナガナギナタハバチ，タカネヒラタハバチなどである。

これらは立山にも当然生息しているであろうが，調査が不十分なため見出されないものと考

えたい。
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　種の同定とご教示を賜った故日浦勇(大阪市自然史博物館),倉橋弘(国立予防衛生研究所).

森本桂(九州大学)，大原賢二(九州大学)，佐藤力夫(新潟市)，宗林正人(皇学館大学),

杉繁郎(東京都)，山根正気(鹿児島大学)，山崎柄根(東京都立大学)の各位に対し深く感

謝の意を表する。
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3　鳥類 上馬　康生

　白山地域で今までに記録されている鳥類は，上馬（1981）の報告に，その後記録されたオジ

ロワシ，ハギマシコ，カタシロワシ，ニュウナイスズメ，オオワシを加えて142種である。そ

の中で，繁殖期に亜高山帯及び高山帯で記録したものは38種である（表Ⅲ－4）。この中で実

際に亜高山帯・高山帯で繁殖の確認できているものは，キセキレイ，ビンズイ，イワヒバリ，

カヤクグリ，ルリビタキ，メボソムシクイ，クロジ，ウソであるが，この他にも表Ⅲ－4で示

した普通に見られる種も，繁殖していることが十分考えられる。他の多くは，より低山から時々
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採餌等のため高山まで上ってきたもので，亜高山帯，高山帯の環境を生活の主要なところとし

ているとは考えにくい。ライチョウが絶滅して生息しなくなった現在，これらの鳥類の中で，

我国における繁殖分布の西限となっているのはイワヒバリのみである。そこでイワヒバリにつ

いて，白山での分布状況について述べることにする。

　イワヒバリは，ヨーロッパからアジアにかけてとアフリカ北部の山岳地帯で繁殖しており，

我国では本州の高山で繁殖が確認されている。しかし春～夏期には，北海道の大雪山や，本州

の高山だけでなくより低い山でも記録されており，たとえば福井県と岐阜県との県境にある能

郷白山（1,617ｍ）にも記録があり，繁殖の可能性が示唆されている（日本野鳥の会1980）。ま
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た秋～冬期には，高山を離れ，やや低い山地に小群を作って漂行することが知られている。

　白山でのイワヒバリの分布について書かれたものには，熊野・木村（1970）と上馬（1981）

がある。前者では，20羽を超えない小群のみが，御前峰の岩礫地帯に生息し，時に室堂付近ま

で来ると述べられていたが，後者で繁殖期（7～8月）に清浄ケ原や別山付近にも分布してい

ることと，6月2日に三ノ峰で6羽の群がいることが明らかとなっている。

　今回の調査では，白山におけるイワヒバリの繁殖期の分布と生息環境，及び個体数を明らか

にするために，各登山道沿いに調査した。特に2,000ｍ以上の登山道は全て1回以上調査し，

個体数が多く観察された頂上部においては，観察定点を3か所に設定し，同時観察により個体

の確認時刻，数，移動方向を知ることにより全体の数の把握を試みた。

　調査の結果を図に示すと図Ⅲ－5及び図Ⅲ－6のようであった。図Ⅲ－5においては今回の

調査（1983年，1984年）による確認場所と以前の記録を分けて示した。だたし，以前の記録は

記録の少ない周辺部のもののみとした。今回の調査でも，北は清浄ケ原北部から南は別山付近
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までの，標高2,250ｍから2,702ｍの山頂までに確認できた。しかし三ノ峰付近には生息を確

認することはできなかった。また白山釈迦岳周辺や中宮道などにも発見できなかった。次に図

Ⅲ－6においては特に確認例が多い頂上周辺における,

1983年8月4～5日と,

1984年7月

19～20日の確認場所と，その場所での最大数を示してある。図のように，イワヒバリは岩場周

辺と，雪渓上，及び雪渓の周辺部でよく見られている。また個体数に関しては，出入りが多い

ことと一か所に固まっていないことから必ずしもまとまった集団ではないが,1983年には群で

確認されていることが多いのに対し,

1984年には単独ないし2羽の場合が多かった。また1983

年には若鳥が多数見つかっているのに対し,

1984年には少なくとも確認できたのは全て成鳥で

あった。また1983年には営巣中のものを発見することはできなかったが,1984年には発見する

ことができた。このことから白山においては7月下旬から8月上旬にかけてが巣立ち時期でな

いかと考えられる。個体数については同時観察の結果,

1983年の大汝峰の雪渓の19羽（成鳥

2＋，若鳥13＋）と翠ヶ池の雪渓の9羽（成鳥5＋，若鳥2＋）は別の群であることが確認で

きており，同じ時期に遠く離れた別山付近で2羽，清浄ヶ原北部で3羽以上（若鳥2＋）見つ

かっていることから，この時期には少なくとも33羽以上か生息していたことがわかる。

　次に今までに判明している営巣場所は図Ⅲ－6に示したとおりであり，頂上部に集中してい

る。大きな岩のすき間や，急斜面の岩場のすき間，神社の石積みの中などに見つかっている。

ただし岩場の分布は頂上部のみならず各所にあり，また登山道からは調査が困難なところが多

いため，他にも発見される可能性は高い。特に過去に何度かイワヒバリの見つかっている別山

付近や清浄ヶ原付近の岩場にも営巣場所があることが十分考えられる。

　秋期から春期にかけての調査は十分でなく，特に厳冬期の調査はないが,

10月上旬，及び3

月下旬に頂上部でごく少数を確認している。また，頂上部以外ではチブリ尾根避難小屋（標高

1,900ｍ，1976年3月30日）で1羽，河内村の奈良岳登山口付近の林道上（標高900ｍ，1974

年11月3日）で1羽（中村正博私信）の記録がある。前記能郷白山での記録の詳細は不明で，

観察日の記入がないが，これも含め非繁殖期の，高山帯より低い山地への漂行例と考えること

もできる。ただ，その他に記録がなく非繁殖期の分布の詳細は今回明らかにすることはできな

かった。また三ノ峰の1972年6月2日の記録例は，低山から高山への移動の途中とみること

もできるが,付近の岩場等のある環境からみて，三ノ峰周辺に繁殖地があることも考えられる。

　今回の調査で，繁殖期における白山でのイワヒバリの生息環境は，北は清浄ヶ原北部から，

南は別山付近に及ぶ標高2,250ｍ以上の岩礫地や雪渓上，雪渓周辺の背の低い草地であること

がわかり，営巣場所もその範囲に広がっていることが推定された。また過去に記録のある三ノ

峰付近にも繁殖期の生息が推定された。また個体数は，若鳥を含めると少なくとも33羽以上

（1983年）の生息が確認できた。繁殖期に白山の亜高山帯･高山帯での記録種は38種であり，

イワヒバリだけが，その中で分布上我国の西限にあたるものである。本調査には日本野鳥の会

会員の池田善英・真崎健・山本正恵の各氏に現地調査でお世話になった。また，同会貝中村正

博氏には情報をお教えいただいた。ここに深くお礼申し上げる。
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4　ほ乳類

(1）概　要

水野　昭憲・八神　徳彦

　白山山系では，これまでに14科42種のほ乳類が記録されている(水野，1981)。その中で

おおむね1,500ｍ以上の亜高山帯・高山帯で観察されているものは，表Ⅲ－5のとおり9科

16種である。なお，白山地域から9種報告されているコウモリ類については，亜高山帯以上

での調査はないので，ここでは省く。白山に記録されているほ乳類相の中で一般に高山性と

いわれている亜高山帯以上を中心に分布するものは，ミズラモグラ，トガリネズミ，ヒメヒ

ミズ，ヤチネズミ，オコジョの5種があげられる。

　白山は，高山帯を有する山としては，わが国の最西部に位置するため，植物相や昆虫相に

は分布の西端にあたるものが多くみられるが,上記は乳類の多くは,白山以西にも分布する。

しかし，オコジョだけは白山を生息の西端とする。

　高山帯にみられるほ乳類のうち，食虫目，齧歯目の9種について，これまでに低山も含め

た白山地域から採集記録が報告されているもの及び，白山自然保護センター保管標本の採集

地点の標高をとりまとめた。また，オコジョについては，同センター職員が過去10年間に目

撃した地点の標高を打点した(図Ⅲ－7)。季節的に大きな移動のみられるものについては，

夏の観察の上限及び，越冬していると思われる標高の上限について検討を加えた。
〈トガリネズミ〉
　本州の代表的な高山性の食虫類であるが，白山からは標高540ｍの一里野での採集（セン

ター標本）があり，高地では山頂部附近（花井，1978）までの間で記録されている。分布地

の下限については，長野県小谷村では標高700ｍでの採集（宮尾ほか，1980）があり，東北

地方では海岸地帯まで分布していることなどからみて，必ずしも高山にだけ分布する種では

ないが，白山での低い記録は注目されてよい。

〈ヒメヒミズとヒミズ〉
　ヒメヒミズは，日本産モグラ科中最も原始的な種類で，一般的に亜高山帯から高山帯にか

けて生息している。白山では530ｍ～2,150ｍの間で採集され，ヒメヒミズが低山帯にも分布

していることが知られる。

　ヒミズは，ヒメヒミズに比べ，より大型で土中での生活に適応した種類で，一般的に平野

部から，低山帯にかけて生息している。白山では，低地から1,450ｍの間で採集されている。

　ヒミズとヒメヒミズの間には競合関係があるとされており，ヒミズがヒメヒミズを駆逐し

て，その結果垂直的に両者がすみわけているような傾向が一般にみられるが，白山では，ヒ

メヒミズが低山帯にも分布し，2種の混生地帯が広い。この理由として，一つに，低山帯か

ら亜高山帯にかけての土壌の発達しない急峻な地形により，地表生活の不得意なヒミズの侵

入が防げられることにより，ヒメヒミズが低山帯にも分布していることが考えられる。

〈ミズラモグラ〉
　白山からの記録は，山頂部の登山路上（花井, 1978）とビルバオ雪渓の2,350ｍ地点，砂

防新道の1,650ｍ地点，尾添川流域の600ｍ地点などから, 6例の死体採集がある。観察・

捕獲のされにくい習性のため，記録は少ないが，白山では低山帯からかなり広い範囲に分布

しているとみられる。

〈ヤチネズミ〉
一般に高標高地にだけ分布する種で，白山でこれまで最も低い記録は，蛇谷の1,100ｍ地点
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（村上・森下, 1970）である。白山地域に分布するほ乳類の中で採集地点の下限が最も高い

種である。高山性といわれる食虫目３種の分布が，白山では標高600ｍ近くまで下りている

ことから，ヤチネズミもさらに低山にまで分布している可能性もある。

　<その他のネズミ類〉

　白山の1,500ｍ以上で採集されるヤチネズミ以外のネズミ科の動物は，ハタネズミ，スミ

スネズミ，アカネズミ，ヒメネズミの4種である。ドブネズミが室堂で採集されたことはあ

るが，現在は生息していないといわれる。

　この4種は全て白山の亜高山帯からも採集されるが，いずれも生息適地があればこの地方

では低山帯に広く分布し，標高0ｍまで生息可能な種である。一般には，ハタネズミは畑地

や草原に，スミスネズミは若い森林や森縁部に多いとされており，白山ではいずれも採集個

体数は少ないが，ハタネズミが高標高地では林床植生が繁茂した場所で採集され，スミスネ

ズミがブナ壮令林でも採集されている。アカネズミは若い広葉樹林を，ヒメネズミはうつ閉
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した森林を好むとされているが，白山の低山帯プナ林では両種ともに多く，亜高山帯ではア

カネズミが少なくなる傾向がある（信太，1983）。

〈オコジョ〉

あまり人を恐れないので，岩礫の多い登山道などでしばしば見られる。白山山系では北方
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は高三郎山の1,150ｍ付近，南方は大日ヶ岳の1,700ｍ付近でも目撃されている。通常は亜

高山帯以上に分布するが,冬には，市ノ瀬（900ｍ）で観察されたことがあり，深瀬（500ｍ）

でもそれらしきものを見たという情報がある。

〈季節的に亜高山へ移動するもの〉

　夏には弥陀ヶ原（2,300ｍ）でノウサギを追うテンを登山者が観察したという情報がある。

室堂ではキツネが春から夏によく声が聞かれる。テンやキツネは，ネズミ類，鳥類や果実類

を求めて春から夏にかけてだけ亜高山帯以上へ移動するものと考えられる。白山の亜高山帯

以上では，冬期には雪が深く，採食は不可能に近いので，これらの動物は冬には低山まで下

りていると考えられる。

　ニホンカモシカは，春から夏にかけて残雪が消えたあとから出る若草を追って次第に山へ

上ってくるものがある。1981年6月には山頂直下の翠ヶ池で死体が確認されている。ツキノ

ワグマも初夏には若草を追って，夏から初秋にはベニバナイチゴ等の果実を採食に高山帯に

まで上ってくる。これまでにも，北弥陀ヶ原，別山油坂，エコーラインなど登山道ぞいで登

山者が遭遇したことがある。しかし，越冬穴は亜高山帯以上ではみられない。雪の少ない栃

木県日光では亜高山帯でクマが越冬することが多いとされているが，白山の亜高山帯では積

雪期間が長すぎるのと，低山帯でも越冬穴の環境を安定させるだけの積雪があるため高地で

越冬しないものと考えられる。

　ニホンザルは通常ブナ帯を中心に遊動しているが，中ノ川沿いでは夏に標高2,000ｍ近く

まで上ってくる群れがある。北アルプスでは，高山植物の果実を求めて標高3,000ｍまで上

る群れが報告（泉山，1984）されているが，白山では高山草原でサルが観察されたことはな

い。(2）白山の高地に分布するほ乳類相の特性

　花井(1978)は，白山の高山帯を利用するほ乳類を土地利用の形態から①全生活史利用型，

②季節限定利用型，③一時利用型にグループ分けした(表Ⅲ－6)。ここでは各種の分布する

標高の上下限からみた亜高山帯以上に出現するほ乳類の分布様式の類別を試みた。まず，一

般に高地性といわれるもので，ミズラモグラ，ヒメヒミズ，トガリネズミ，ヤチネズミ，オ

コジョの5種は，白山では亜高山帯以上に分布の中心をもっている(高地分布型)。これらの
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種は，北アルプスなど高山を有する山地から離れて孤立した地域個体群を形成している。ス

ミスネズミ，ハタネズミ，アカネズミおよびヒメネズミは高山帯にもみられているが，この

地方では低標高地から広く分布しているもので，ブナ林など低山帯の方が密度が高い（広域

分布型)。ノウサギ，キツネ，テン，ツキノワグマ，ニホンカモシカ，ニホンザルは，非積雪

期には食物を求めて移動してくるものがいるが，それでも主要な分布地は低山であり，冬期

には多雪のため採食が困難なのでブナ林地帯より下へ移動する（季節的分布型）。

　一般に高山性といわれるほ乳類は形態的にも原始的で古くから分布していたものと考えら

れている。後に同地域へ進出してきた似た生活史をもつ強大な種に駆逐され，現在みられる

ように亜高山帯から上に閉じ込められたような分布をしている。白山に分布するこれらのグ

ループの特性として，その分布がかなり低い所まで下がっていることがあげられる。特にヒ

メヒミズ（380ｍ）,ミズモグラ（600ｍ)，トガリネズミ（540ｍ）は，非常に低い分布地を

もつといえる。このような動物の垂直分布は，高緯度になるにしたがい低標高地にまで分布

する傾向があるが，これらの動物の分布域の中では低緯度にあたる白山で，その垂直分布域

が下がっていることは注目される。その一つの要因として，当地がわが国でも有数の多雪地

であり，谷筋や陽当りのよくない斜面では低標高地であっても遅くまで残雪があり，高山的

な環境要素をもつことが考えられる。また，白山の標高500から1,500ｍくらいの地帯は地

形が急峻なため，高地と低地が距離的にも近く地表が不安定であったり，多様な植生が複雑

に入りくんでいる。そのために，ミズラモグラに対するモグラやヒメヒミズに対するヒミズ

など競合種の侵入しきれない部分が残り，そこへ弱いはずの高山性のものが下りて来る余地

ができると考えられる。
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